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１ 建築⼯事について 

★  公共建築積算の⼯事費は直接⼯事費、共通費（共通仮設費、現場管理費、⼀般管理費等）及び、消費税等相当額に区
分され、各々について積算を⾏います。積算の流れは下記の通りです。 

 

１． ⼯事情報⼊⼒ 

⼯事名や⼯事情報・階層パターンを⼊⼒設定し、経費⼯種より該当する⼯事区分を選択します。ここで選んだ区分が
ベースとなる経費⼯種となり、内訳書の⼯事区分、作業区分、⼯事分割区分の初期設定に反映されます。 

２． 積算データ⼊⼒ 

公共建築の積算⼊⼒は作成する設計書の内訳構成により階層パターンを選択する必要があります。 
｢⼯事内訳｣→「種⽬別内訳」→「科⽬別内訳」→「中科⽬別内訳」→「細⽬別内訳」→「代価表・別紙明細表」という
内訳構成から、設定した階層パターンで⼯事ごとに積算⼊⼒し、施⼯単価・市場単価・歩掛から必要な⼯事を選択し、
⼯事ごとに積み上げて⼯事費を算出します。 

３． 共通費計算 

公共建築では「共通仮設費」「現場管理費」「⼀般管理費」ごとに⾦額を算出します。 
【⼯事種別】：建築⼯事、電気設備⼯事、機械設備⼯事、昇降機設備⼯事、屋外整備⼯事（公共住宅建築積算の場合）

等の各⼯事によって経費率が異なる為、積算する⼯事種別ごとに⾦額を算出します。 

４． 積算書印刷 

積算書を様々な内訳書式より、⼯事内訳別に印刷する事が出来ます。 
⼯事データをＰＤＦ・ＣＳＶ・ＴＸＴ・ＥＸＣＥＬ・ＸＬＳ１シート形式で出⼒する事が可能です。 

 
★ ⼯事費の積算は、建築⼯事、電気設備⼯事、機械設備⼯事、昇降機設備⼯事、屋外整備⼯事（公共住宅建築積算の場合）

等の⼯事種別ごとに⾏います。公共建築積算の場合の構成図を下記しますので参考にして下さい。 
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＜内訳構成の説明＞ 
「⼯事情報⼊⼒」画⾯で設定する階層パターンによって内訳構成が異なりますので、作成する設計書の内訳階層を確認し
て下さい。 

・⼯事区分ごとに⼯事内訳データを作成します。（例 建築⼯事・電気設備⼯事等） 
・⼯事内訳ごとに⼯事区分、作業区分の設定をする事が出来ます。 

（歩掛の構成・計算条件の設定） 
 

・建物、⼯作物、⼯事名を⼊⼒（例 庁舎） 
・種⽬ごとに⼯事区分、作業区分の設定をする事が出来ます。 

（歩掛の構成・計算条件の設定） 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
・「科⽬選択」画⾯より、必要な科⽬を選択する事でデータの⼀括作成が出来ます。 

中科⽬の作成も⾏う事が出来ます。 

 

・科⽬別訳の内容を分ける時に作成します。 
 

 

・別紙明細、歩掛、単価データ等を⼊⼒します。 
・⼯事分割区分の設定をする事が可能です。（科⽬・中科⽬別内訳でも設定可能） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・「細⽬別内訳」で別紙明細を作成した場合、明細表へ積み
上げるデータを作成します。 

・材料費や、労務費等の単価データや、その
他の経費の内訳等を作成します。 

種⽬別内訳 
（全階層パターン共通） 

科⽬別内訳 

中科⽬別内訳 

細⽬別内訳 
（全階層パターン共通） 

⼯事内訳 

☆「⼯事内訳」「種⽬別内訳」共通の設定 
 

【⼯事区分】 
建築⼯事、電気設備⼯事、機械設備⼯事、昇降機設備⼯事より選択 

【作業区分】 
新営、改修（執務並⾏）、改修(全館無⼈)、撤去(再利⽤する)、撤去(再利⽤しない)よ
り選択 

 

代価表 別紙明細 
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＜設計書の内訳構成によって様々な階層パターンを設定出来ます＞ 
 
「⼯事情報⼊⼒」画⾯より「種⽬別内訳」「細⽬別内訳」を基準に様々な階層パターンから、該当する階層構成を選択する
事で幅広い書式にあった設計書作成が可能です。設計書取込機能より取り込んだ場合は⾃動で設定されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層パターン名 
階層 構成 

1）⼯事内訳 2）種⽬別内訳 3）科⽬別内訳 4）中科⽬別内訳 5）細⽬別内訳 

2 階層 A パターン × ○ × × ○ 

3 階層 A パターン × ○ ○ × ○ 

4 階層 A パターン × ○ ○ ○ ○ 

3 階層 B パターン ○ ○ × × ○ 

4 階層 B パターン ○ ○ ○ × ○ 

5 階層 B パターン ○ ○ ○ ○ ○ 
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２ 積算システムの起動 

 
① デスクトップ画⾯より【積算システムメビウス R】を起動して下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 新規⼯事作成 

 PDF/XLS 設計書取り込み⼿順 
ここでは PDF 設計書を取り込んだ際の⼯事作成⼿順を説明します。 
注 1 設計書の取り込みを⾏う場合は、必ずインターネットが繋がっている状態で⾏って下さい。 

インターネットが繋がっていない場合は設計書の取り込みは出来ません。 
注２ 設計書取り込みから⼯事を作成し、データ⼊⼒する場合は「Adobe PDF Reader」が必要となります。 

 
① 取り込みを⾏う設計書を【PDF/XLS 取り込み】

アイコンへドラッグ＆ドロップして下さい。 
（⇒⼿順④へ） 
⼜は【PDF/XLS 取り込み】アイコンをクリック
して下さい。（⇒⼿順②へ） 

 
 
 
 
 
 
  

【お知らせ機能】 
吉備システムからのバージョンアップや単
価更新等をお知らせ致します。 

【ユーザー情報登録】 
複数ライセンスでご利⽤の場合は。ユーザ
ー情報を登録してご利⽤して下さい。 

【終了】 
積算システムメビウス R を終了します。 



建築簡易マニュアル 
 

 6 / 36 

 
＜アイコンをクリックした場合＞ 

② 「設計書取り込み」画⾯が表⽰されます 
取り込みを⾏う設計書をマウスのドラッグ＆ド
ロップで登録して下さい。（PDF や EXCEL のファ
イル形式に関係なく同時に処理する事も可能で
す。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 次に設計元を選択します。 
枠⼜はアイコンをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ファイル選択から、設計書の保存場所を
選択して登録する事も可能です。 

複数のファイルを同時に、また設計書の
⼊ったフォルダごと纏めて登録すること
も可能です。 
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④ 設計元の候補が表⽰されます。 

該当する設計元を選択し、確定をクリックして下
さい。（⇒⼿順⑦へ） 

※ 表⽰されている候補以外から選択する場合は「所
持する積算・単価に基づく」に切り替えて下さい。
（⇒⼿順⑤へ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜所持する積算・単価に基づいて設定する場合＞ 
⑤ 「１．積算体系今後」「２．都道府県」「３．設計

元」を順に選択し、確定をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

ドラッグ＆ドロップで設計書を登録した際に、⾃動で表⽰するかしないかの設定になります。 
⾃動で表⽰しない場合、⼿順③にて⼿動で表⽰して下さい。 

利⽤可能な積算体系（契約に基づく）が表⽰されます。 

利⽤可能な県（単価ダウンロード済）が表⽰されます。 

※ 

●をクリックするとよく使う設計元として登録ができます。 
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⑥ 設計元を検索したい場合は、名称を⼊⼒し、名称

☑絞り込みに （チェック）を⼊れて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 選択した設計元が反映されます。 
確定をクリックして下さい。解析が開始されます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

設計元を記憶すると次回取り込み時に、現在
設定している設計元が⾃動的に選択（表⽰)
されます。 
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⑧ ⼯事情報パターンの選択画⾯が表⽰されます。該

当パターンを選択し、確定をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 設計書等から適⽤単価や地区、経費⼯種等を選択
し、作成開始をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

不明または該当項⽬が存在しない場合は
キャンセルをクリックして下さい。 
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⑩ 「システム設定」画⾯が表⽰されますので確定を

クリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑪ 週休 2 ⽇補正設定画⾯が表⽰されます。週休 2 ⽇
の対象になっている⼯事の場合は、補正を⾏うに
☑を⼊れ、各項⽬を設定し確定をクリックして下
さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ ⼯事データの作成が⾏われます。 
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４．⼯事区分の設定・変更 

設計書⼊⼒を始めるにあたり、取り込んだ設計書及び新規⼊⼒される場合、⼯事区分の設定をお願い致します。 
初期値は⼯事情報⼊⼒画⾯で設定した経費⼯種区分の⼯種が設定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⻘字箇所をクリックすると各区分設定⼀覧が
表⽰されます。該当区分を選択して下さい。 
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５ 積算データ⼊⼒ 

実際に積算データの⼊⼒を始めます。ここでは４階層 A のパターンで⼿順を説明します。 
まず、設計書と⼊⼒⾏を照合しながらデータ⼊⼒を⾏う為、PDF 設計書を表⽰します。 
 

① 取り込み＞＞取り込んだ設計書の表⽰をクリッ
クして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 歩掛選択を⾏う為に下位の科⽬へ移動します。区
分欄をダブルクリックし、科⽬別内訳へ移動して
下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「科⽬別内訳」画⾯が表⽰されます。区分欄をダ
ブルクリックし、中科⽬別内訳へ移動して下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

「種⽬別内訳」画⾯ 

「科⽬別内訳」画⾯ 
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④ 「中科⽬別内訳」画⾯が表⽰されます。区分欄を

ダブルクリックし、細⽬別内訳へ移動して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 「細⽬別内訳」画⾯が表⽰されます。区分欄をダ
ブルクリックし、別紙へ移動して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 「別紙(明細)」画⾯が表⽰されます。「？」が表⽰
されている項⽬を⼊⼒していきます。 
「？」を歩掛として⼊⼒したい場合は P14 へ、単
価として⼊⼒したい場合は P19 を参照して下さ
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「中科⽬別内訳」画⾯ 

「細⽬別内訳」画⾯ 

「別紙（明細）」画⾯ 
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＜歩掛を選択する場合＞ 
⑦ 「？」をダブルクリックすると歩掛選択画⾯が表

⽰されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「歩掛選択」画⾯ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

共通化設定している積算体系が表⽰されま
す。該当の積算体系をクリックすると、選択
した積算体系の歩掛が表⽰されます。 

【詳細の表⽰】 
☑ …細別を選択した状態で出典根拠や出典
根拠⾴情報が表⽰されます。 
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⼤⼯種＞＞⼯種＞＞種別＞＞細別 
の順番で選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⾏を挿⼊したい場合 
挿⼊したい場所の下の⾏を選択し、マウス右クリ
ックし、⼀覧より別紙明細・歩掛・単価等、該当
項⽬を選択して下さい。選択⾏の上部に挿⼊され
ます。 

 
 
 
 
 
  

⼤⼯種 ⼯種 種別 細別 

【分類選択（ツリー）】をクリックすると、歩
掛選択画⾯がツリー画⾯で表⽰されます。 

新規⾏が挿⼊されます。 
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 ⽬的の歩掛を検索する⽅法 

歩掛選択画⾯より❶名称検索タブをクリックし
て下さい。 
❷検索名称を⼊⼒し、検索をクリックして下さい。 
複数の検索名称で検索したい場合は、半⾓スペー
スを⼊⼒して下さい。 
例 養⽣＿シート 

↑半⾓スペース 
 
 
 

 下位代価を⼿⼊⼒で作成する場合 
区分欄をダブルクリックして下さい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

算出数量（合計数量）を⼊⼒し、完了をクリック
して下さい。 

 
 
 
  

❶ 

❷ 
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「代価表」画⾯が表⽰されます。 
代価表での⼊⼒⽅法は下記の 1〜4 の⽅法をご参
照下さい 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右クリック⼀覧メニューより 

１．歩掛選択画⾯から選択＞＞ 歩掛 → ⼀覧選択 
２．歩掛を⼿⼊⼒で⼊⼒ ＞＞ 歩掛 → ⼿⼊⼒ 
３．単価選択画⾯から選択＞＞ 単価 → ⼀覧選択 
４．単価を⼿⼊⼒で⼊⼒ ＞＞ 単価 → ⼿⼊⼒ 

 
⑧ 選択（⼊寮）した歩掛りの代価画⾯が表⽰されま

したら、内容確認後、上へ戻るをクリックして下
さい。 
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 ⼿⼊⼒歩掛りの⼊⼒⽅法 

新規⾏、⼜は挿⼊したい⾏の下段でマウス右クリ
ック＞＞歩掛＞＞⼿⼊⼒を選択して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称・数量・単位を⼊⼒して下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 

算出数量（合計数量）を⼊⼒し、完了をクリック
して下さい。 

 
 
 
 

代価画⾯が表⽰されますので、歩掛・単価等を⼊
⼒して下さい。 
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＜単価を選択する場合＞ 
⑨ 「？」⾏を単価として⼊⼒する場合、右クリック

＞＞データ区分の変更＞＞単価＞＞⼀覧選択を
クリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑩ 該当単価を選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「単価選択」画⾯ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

選択した単価の出典根拠、及び物調、経調単
価の平均、安値の単価⾦額が確認出来ます。 

物価資料（物調、経調）単価選択画⾯が表⽰
されます。 
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⼤分類＞＞中分類＞＞⼩分類＞＞単価コードの
順番で選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ⽬的の単価を検索する⽅法 
単価選択画⾯より❶名称検索タブをクリックし
て下さい。 
❷検索名称を⼊⼒し、検索をクリックして下さい。 
複数の検索名称で検索したい場合は、半⾓スペー
スを⼊⼒して下さい。 
例 異形鉄筋＿SD295 

↑半⾓スペース 
 
 
  

⼤分類 

中分類 

⼩分類 

単価コード 

❶ 

❷ 
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名称検索で該当する名称単価が存在しない場合、
物価資料データから名称検索を⾏うかの確認画
⾯が表⽰されます。 
物価資料データから検索を引き続き⾏う場合は
はいをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物価資料データに存在する場合は、該当単価が表
⽰されます。 
ダブルクリックで選択して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ⼿⼊⼒単価の⼊⼒⽅法 
① 新規⾏、⼜は挿⼊したい⾏の下段でマウス右クリ

ック＞＞単価＞＞⼿⼊⼒を選択して下さい。 
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② 単価名称、数量、単位、単価を⼊⼒して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ⼿⼊⼒した単価を独⾃単価として登録するかの
確認画⾯が表⽰されます。 

 
 
 
 
 

④ 独⾃単価として登録した場合、登録完了画⾯が表
⽰されます。 

 
 
 
 
 

⑤ 単価選択画⾯の 
99 独⾃単価＞＞99 独⾃単価＞＞ 

99 ユーザー独⾃(Ｚ) 
内に登録されます。 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 「おまかせ積算」を実⾏して積算するには 

 

【おまかせ積算】とは？ 

設計書から取り込んだ未確定代価の名称や過去履歴など様々な条件を⼿掛かりに、あらかじめ設定した条件
に基づき、お客様の過去履歴やその他の検証分析データを利⽤し、該当の歩掛を照合・特定して連続置き換
えする機能です。 

 
 

① 「⼯事内訳」画⾯より⼯事データ＞＞システムの
設定をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「システム設定」画⾯が表⽰されます。 
（⼯事内共通）全般＞＞表⽰・動作 内にあるお
まかせ積算 動作設定＞＞おまかせ積算の機能
を有効にするにチェックを⼊れて下さい。 
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③ おまかせ積算ボタンが表⽰されます。 

おまかせ積算をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 「おまかせ積算」画⾯が表⽰されますので、 
実⾏をクリックして下さい 

 
 

おまかせ積算の設定内容は❶アシスト設定から
確認出来ます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ おまかせ積算処理が開始されます。 
 
 
 
 
  

❶ 
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⑥ おまかせ積算で処理されたデータの確認画⾯を

表⽰します。はいをクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
❶ 種類 
✔（確認）・・・分析データや名称マッチングにて歩掛及び条件がセットされた状態です。 
！（アシスト）・・・歩掛は選択されていますが、条件（⼀部を含む）や単価選択項⽬が未設定の状態です。 
？・・・おまかせ積算で該当データが⾒つからなかった状態です。 
選択⾏と設計書が連動して表⽰されます。 
 
❷ 代価構成内容になります。 
 
❸ 実際に設定されている条件値になります。 
 
❹ 注意！ 必ず確認、⼜はアシストをクリックし、選択された条件や代価内容を確認して下さい。 
 
  

❶ 

❷ 

❹ 

❸ 
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⑦ 確認をクリックすると、種類が☑→ファイルアイ

コンへ変更されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 全ての項⽬を確認し、閉じるをクリックして下さ
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ おまかせ積算で処理されなかった未設定項⽬の
⼊⼒をして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
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６ 共通費計算 

全ての積算データの⼊⼒が完了しましたら、共通費計算を⾏います。 
 

① 「⼯事内訳」画⾯の共通費計算をクリックし、⼀
覧より共通費計算をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 積算データ内に「？(未編集)」（設計書取込後、⼊
⼒していないと思われるデータ）が存在する場合、
確認画⾯が表⽰されます。必ず確認をお願い致し
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ 別画⾯で未編集⼀覧が表⽰されます。ダブルクリ
ックすると、⼯事内訳の該当箇所へ移動しますの
で、⼊⼒確認をお願いします。 
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④ 全ての内訳データ⼊⼒完了後、共通費計算をクリ

ックして下さい。共通費算定画⾯が表⽰されます。
「集計・控除」画⾯が表⽰され、各項⽬が⾃動集
計されます。 
確認後、次へをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 「経費丸め」画⾯が表⽰されます。各項⽬の丸め
内容を確認し（初期値は⼯事作成時に選択した発
注者の設定値）、次へをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ ⼯期設定画⾯が表⽰されます。 
⼯期計算画⾯より、⽇数⼊⼒で⾃動計算する事も
可能です。 
⼊⼒が完了しましたら確定をクリックして下さ
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

チェックを⼊れると、次回より経費丸め画⾯
をスキップする事が出来ます。 
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※ ⼯事区分が複数存在する場合は、⼯事区分ごとに

⼯期設定も可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 「経費条件」画⾯が表⽰されます。 
重要な⼊⼒項⽬となりますので、必ず設計書の条
件を確認し、選択して下さい。 
選択完了後、次へをクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⼯事区分ごとに⾦額が表⽰されます。 
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計算根拠より、詳細な計算内容が確認出来ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 最低制限価格を適⽤し、価格調整を⾏いたい場合 
 

1. 低⼊調査をクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 調整を⾏う⽅法を選択して下さい。 
① 予定価格をまず算出し、その結果⾦額に対して低

⼊計算式を実⾏し、低⼊札調査基準価格を求めま
す。 

② ⼯事内訳で⼊⼒した結果を利⽤し、その結果⾦額
に対して低⼊計算式を実⾏し、低⼊札調査基準価
格を求めます。 

 
ここでは①を選択した⼿順を説明します。 

  



建築簡易マニュアル 
 

 31 / 36 

 
3. 該当する低⼊計算式を選択して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 予定価格の確認を⾏い（修正も可能）、逆計算の実⾏
をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 算出された⼀覧より該当⾦額を選択し、 
予定価格を適⽤して終了をクリックして下さい。 
（最⼩値、平均値、最⼤値の⾦額に⾊が付きます） 
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6. 選択した⾦額結果が画⾯に表⽰されます。 

⼊札価格 調整機能へをクリックして下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. 設定した予定価格になるよう⼯事内訳を調整します。 
完了しましたら、確定をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 直接⼯事費⾦額はそのままで、率分のみで調整したい
場合は、直接⼯事費割合を 100％に設定し、直接⼯事
費、共通費の計算対象のチェックを全てはずして下さ
い。 
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8. 調査後の積算⾦額が反映されます。⾦額を確認し、⼊

札価格を積算⾦額へ反映し終了をクリックして下さ
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

⑧ 引き続き、積算書印刷を⾏います。次へをクリッ
クして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨ 価格調整を⾏う前の⼯事データを保存しておく
為に、調整後の⼯事を別⼯事として⼀度保存しま
す。⼯事名等確認しやすい名称を⼊⼒し、 
確定をクリックして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

⼯事内訳画⾯に⼀度戻り、内容確認する場合
は確定をクリックして下さい。 
⼯事内訳画⾯の【積算書】より積算書印刷が
可能です。 
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７．積算書印刷 

 
 「積算書印刷」画⾯ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 出⼒設定を⾏い、出⼒実⾏をクリックして下さい。 
出⼒形式で選択した形式で出⼒されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積算書出⼒のファイル形式を選択します。 

ファイル出⼒する場合の出⼒先を表⽰（変更）
します。 

プレビューでレイアウトを確認出来ます。 

フォームを変更出来ます。⽂字部分をクリッ
クして下さい。 
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８．⼯事選択画⾯説明 

 ⼯事選択に表⽰されるアイコン説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「武蔵」や「デキスパート」等のシステムとのデータ連携⽅法 

 
⼯事を選択し、連携出⼒したいシステムをクリック
して下さい。 
（該当⼯事右クリック内の⼀覧からでも選択出来
ます） 

 
 
 
 
 
 
 
 

オプション「⼯事管理」システムをご利⽤の
お客様への説明アイコンとなります。 
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 ⼯事を検索（絞り込む）⽅法 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「絞込」アイコンより⼯事検索及び絞り込み
が可能です。 




